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アフリカ帰還への待望

ージャマイカのラスタブアリアンの夢と現実についてのスケッチー

長 自白 佳 子

Waiting for “Repatriation to A船団"

A Sketch of ]amaican Rastafarians' Dreams and Realities 

N agashima Y oshiko 

一同'1'-(1987年)は守ーカス・ガーヴエイ (MarclIsM_ Garvey， l887ー1940)の生誕100

'1'-1 1 を迎えた。政1 "1 ジャマイ カでは‘ IiHJ)の困家f1~J英峰の冠を与えられた将の一人である

万一ヴェイとその業績について‘シンポジウムをはじめ様々な行事をもって担l顧と再検討

が行をわれ、端々 Lい祭典的草鴎気の中で彼の偉業が称賛された。またニューヨ クを中

心に、・~，~人パワーが強い地外の諸却Hhでも、記念行事が多数供された.

11本ではず ヴェイにl瑚する研究はあまりil!iめられていず、知名度も慨して仙くはなL、
本小論はガーヴェイとその業絞を中心に取り上げるものではないが、 f底的思!J.!と運動の中

核でもあった「アフリカ帰還J (Back-to-Af口ca，Repatriation)について、脇より光を当

てることにより、この時期にささやかを貢献となることを願っている。こニではこの思想

と運動向m要な一般車-I'rと考えられているラスタファリ運動 (RastafarianMovement)に

加点を当て、運動の脱出lにも大きな影響を与えてきたその r夢』 と境実について論述する

ことにしよう。ジャマイカのラスタファリ運動あるいはラスタフ アリアンに関しては.筆

者が1978年10月-80年 711に阿国で調査研究した時に集めた資料にt，に接づいている。

1l ジャマイカ町一大新聞iグリーナー艇の海外4t;f;版 (TheW，配 klyCt.伺 ner，N.AJから L、ジ

ャマイカ内外のそういった;f;克な動きを見てとることができた。

2) 1978年IOfl-79年6nは文部古国際世流車I))j(派遣留孝生として、丙インドk学モナ校に間学

L. 1'1運動に関する制官は78'f-12月より 附拍した.なお調査研究町成果的一郎1.、81勾 1月

に提出した修士論文以米、論文や門，ji琵岩などで多散発表している.今凶は、今まで詳L<
岨っていなかった側面を II~ .~' した。 拙伯については末尾町文献を参附されたい. なお比較内

ための束力 リプ地埴での制聞湖査は、 1985'ド互に東Jl¥大学大学院'1奨励研究曹の助成を受け

てtiなった.
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人文自黙論軍 18

1. ラスタ 7ァリ 還 動とガーヴェイ

万華鈍のような側部を持ち、多様な定義を可能ならしめるラスタフアリ運動は、 1930年、

ジャ7 イカの首都キングストンのスラムで生ま札、主にt.'l人下府階級の聞に広まった新宗

教 ・文化通勤である.ユダヤ・キリスト教的伝統に則りながらも、それを!H人廿を，jij面に

押し出して持解釈し、時にブラ ック ・シオニスト的である.千年王問的 (millenarian)か

っt者主義的 (nativistic)思想も混厚に展開され時代錯誤的と言われながらも、これら

の要素は消滅するどころか、多〈歴史的に展開されてきた.またその多面的「異端世」の

ため多大な迫持を被りながらも、彼らは人数のよでも、また性差、人種 ・民族岩手、附府1.'

や困境を越えて鉱大しつつある。長〈疎外されてきたが、様々な独自の文化的説現も開花
.，・.'・ψ.-

させ.ジャ7 イカでは下位文化と Lての位置さえ得ている。同運動の源流は一つではない

が、ガーヴエイズムはその一大脈流となっている。

ところで、組問での状況に落胆したガーヴェイは、 1916年に合衆国へ出国する際.品;の

ような r頒言」を伐したとされている。

r見よ、アフリカをo t.，1;¥人の王が主冠を鰍〈 。彼ζ そが賊い主になるであろう。解放の

日は近づいている。J

11ーヴェイは、ニニLーヨ-1を中心に大成功を収めるが、前欺等の縫いでl且外追放され、
JI 

1927年に帰国する。ところが「思いモ セJは.rlii言者は自分の郷量では歓迎されない」

とあるように不評を口い、失意のうちに塑年英国へ波る.しかしあの百iJTは深〈ジャマイ

カ人の聞に沈潜し、 30年にエチオピアのラス・タフ ァリ皇子 (RasTafari Makonen)が

ハイレ セラシヱ I世 (HaileSelassie 1) として戴冠したニュースが伝わると、彼こそ

県人的嫡い主と噂されていったのである。

まもなく r政宮の成就」の信活性を且究める注豆、深い検証作業が、世なから白人々の子

で倒別になされ始的、その品も確実な書照躍。Is'!脊に求められた.(それはジャマイカのキ

リスト教の伝統のi草昧を物語っている。)やがて数人が卦独立にそう催信するに至。、 別個

に説き明かし、そのメ .， セージはスラムを中心に舷がる。彼らはラス タフアリ 1長持者と

見倣され、ラスタフアリアン (Rastafarian)と呼ばれるようにをる。説教師を核と Lた集

合体が形成されたが、各グループは個性があり、その信仰内容も未統ーではあった.
4) 5) 

彼らを対輩とした1953年内調査と60年のものを比べると、アフリカ帰還について三つの

重要な点を指摘できる。第ーは、当初から明確にその夢、または願箪思想が強〈表われて

いたこと、第二に‘ 60年には神/ハイレ ・セラ シエがその実現化を手配してくれるという

特記がないことである.ただ帰還という形態によってはじめて蹟われうるのだという信念

が語られ、その実現化への方策、責任の所在について、運動としての共通項は抽出されて

3) 新約聖書マタイ 13: 57、マルコ 6: 4、ルカ 4: 24、ヨハネ4:44. 
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アフリカ岨還への純明

ジベマイカ町ラスタフアリアン町夢と史実についてのスケ ヴチー

いない。後者については、多数の小グループ形成により運動が展開され、電車jを懸案事項

についてさえら一致を見ることが不可能な程、その信条や君、見が;j;栂に存夜したからだと

考えられる。

ところでこのアフリカ帰還思想及ぴ巡動は、前述のとおり ガーヴェイ的影惇を最も強

〈受け、それを別円形で継続したものと見倣Lて差しっかえない.彼は1914年にキングス

トンで設立した UNIAUiI<1黒人地位t主将協会、 UniversalNegro lmprovement Associa. 

tion)の支部を合衆I!Iでも設立し、 1920字以降、 r仰大なアフリカ大陸に自由の旗を打ち立

てるためにJ、4iff.の111界中の唯人を念阪に開いて騒々をメ yセージを掠り始的る。黒人町

人純白~JJ守りを泊刊 化し‘アフリカの過去を称賛し、「アフリカ人にアフリカをJ と説き、帰

還への夢を訴え続けたのでもある。その実視のための共体策の一つであったt.l.¥M汽船(Black

Star Line)会社は、結J.. j倒産するが、彼自身の rアフリカ臨時大統制」任命等も含め、一

連のJ出来事は帰還脱出然的爆発的高揚を凪rxに表わしていた。その常々しいtli蹴ぷりはジ

ャマイカにもある f~M主伝わり‘!~り継がれた。その r記憶」は特にラスタフアリアン(以

トラスタと略す)的問て・再活性化されてきたが、不必要で不利な情報 ・知臓やイメ ylJ: 

4) Simpson (1955)。彼は以 F町市をまとめている。

(JI!且人1.1:. ，I;ftイスラエル人丹空まれ変わり (reincamations)であり司被らの罪(transgres

sions)のた的州インド諸島に退位 (exiled)された.

(21ハイ レ・セランエは生ける神であり 世界の:山市 (Emperorof lhe W orld)である。

(31エチ>tピアは大同である.ジャマイカの状況は晶噌なき地訟である.

(41出入はH人より悟れている。

(51まもなく出入は、J'J人が過去に県人になしてきた量虐 {atrocities}のために白人に復曹

L、!t¥人に山人が仕えるよう強制するであろう。

(6l:J.I.人的神であり引司?でもあられる方は、 ~H人が111.郷 (home) に帰札るように、まもな〈手配

して (arrange) くれるであろうe

なお、運動当初Jよりの鎚叫-1';-/指導者の一人レオナード ・ハウエル (LeonardP. HowelDは、

以ドの点を従織し主張していたことが知られている.世はまたジャマイカにおける「ラス ・タ

ファリの代町人』と見倣されていたと報告されている.

1111'1人への情型

(目黒人的完全なる優越刊

即日入の縦揺さ (wickedn四 51への従嘗

(41ジャマイカ政府と涼的間体への制官、 .ifii普及び侮時

(51アフリカ崎温への準備

(61ハイレ・セラ ンエ虫僚の至高的存在 (theSupreme Being)及u'撚人的唯一円支配者とし

ての瓜必

以 lについては Barretl(1977: 85)。

5) Smi出 elal. (19剖)。彼らは以トのようにまとめている。

111ラス ・タファりは'1ける神である.

(21エチオピアは!.I，¥人的政蝿である。

(31アフリカ叫遺 (Repatriation)は県人にと っての峨い (redemption)の)j策である.そ札

は刷「Iされ (foretold)、まもな〈起ζ るであろう.

(41白人のやり方は睡であり、特に黒人に対してはそうである。
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消去をい L忘却され、必要でも有益をものは、現在に生きた恕f3:.)Jのi脱として定者している。

ところで、ラスタ以外のディアスポラ (diaspora)詩人のfmではもとより、ラスタの11¥)で

さえも、ガーヴェイやi庄のアフリカ帰還に対Lては多僚な見解が渦巻いてきた。Wi]，eぱi止

を偉大な預言者と見る人はきわめて多い。エリヤやバプテス?のヨハネなど月』帯<1'町'ift:要

人物の流れの中に位罰づけ、彼らの生まれ変わり (reIncarnation)と説明 Lたり、 '1'には

半ば神佑化さえする人々もいる。彼らはほぼ企画的に万一ヴェイのA格、??動や業総を非

常に両〈評価してきた。ところが一方で彼を偉大な弘人指導者と認めつつも、全而的に受

け入れることはしない人もまた多い。例えば黒人太衆に誤った方向づけをした一計欺師、

大言壮語の大ほら吹き、時代錯誤の幻想家、権威主義好み等のレ yテルが彼に貼られてき

た。またセラシエ市こそがキリストの再来であるのに、ガーヴェイはそれを積極的に認め

なかった、あるいは否認したとして、直指ガーヴェイ支持者 (Garveyite)と呼ばれること

さえ拒否する人も少なくない。

無論、ラスタにはをらずに r忠実なj i/ーヴェイ支持者と Lて、 UNIA&.ぴ EWF(Eth 
6) 

iopian World Federation エチオピアIU界連盟)の支却を辿ヒて、諸活動を行なっている

人はいる.これらの団体に属すか、様々なレベルの関係を持っているラスタも決して少な

くなかった。 彼らの中で彼を消極的に、ないし否定的に見る人は、 j~にその政治的指導刊

や経済・緑営的手腕の欠如、及ぴそれらに由米する事業の失敗(県単汽船事件等)を取り

上げる。だが彼のそもそものアフリカについての認識や知識が、質量共にtLIFEでr，正 しいJ

もので子はなかった点もmi)曲される。

例えば伎はアフリカに一度も 1ii を断み入れていない。 呪実の姿には疎いまま、主に，1~物

に依拠しながら、アフリカの rf事大を過去Jの栄光と繁栄を強調した。そのアフリカ観は、

過度に理想化された高文明への誇りと夢に直宇fちされていたと言える。それは彼のユー ト

ピア化されたアフリカ像を刻印ヴけされた新III界の黒人にとって、不当に判明され者咋制

された状態からの自己解放を少しでも可能ならしめた。なぜならば、威厳に満ちた人.fif!fr'-)

誇りは高揚され.アフリカX化の復権の徴候を見る一助となったからである。 Lかしなが

らこのような教育的効巣はあったものの、アフリカ即ちユー トピアという3ilが拡kしてり

え続けられたため、境状を直視し、正当に評価する努力を盃めてしま った、と批判されて

きたことも事実である。と もあれ、伎に型性を付与し宗教的情熱をも っ てよ:.~める立場か

ら、その社会・文化的貢献を称質L、宗教刊は持たせない立場まで合的、彼を偉大な英雄

とLて重要視する見解の方が一般的である。

6) 1937年にニヱ ヨ クで設立され.イタリア植民地主義に対抗するエチオピアへの援助や親

普を要求Lたロビー同体。
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アフ リカ帽還への待割

ーンャマイカのラスタフアリアンの事と呪古についてのスケッチー

[1.級職制時代晶、らのア7リカ帰還思想と実現化の試み

ガーヴ~イ のアフリカ帰還思想 1;1‘'"デイアスポラm人を対鼻とし、理想化されたアフ

リカへの吋然的凱綻的帰郷という特疎な意味を帯びたイデオロギーである. LかL.ガー

ヴエイズムがこのような形てー提ノムされ普及したのが今枇紀初頗だったからと言って、アフ

リカへの帰郷願守!と実税化的試みがそれ以前になかったのでは決してない。アフリカ黒人

が奴隷と Lて大岡洋を渡り始めた時から、実は始ま っていたのである。それは鎖に繋がれ

た状態かιの慣れ親しんだ故郷への、そして自由への激しい渇望の表現であった固強制的

にlO1.:l<という状態で述行された人々が帰郷願望を抱 くのは、ごく自然のことである。無論

全て円以絡が同様の仏持ちを抱き、考えを持ち、行動に移Lたわけではないが、ある程度

町民;;;文化的特徴を見る乙とはできた。

例えばイポ族(Jbo)の奴識は他民集に比べて臼絞率が向かったが、それは死後ギニアに

柑れるという宗教思忽があったからでもある。つまり死による肉体的解放とスピリ y トの

帰還実現が結びつけられていたのである。彼らに限らず.i'可アフリカ諸民族文化の中には、

政郷への強い郷愁を祖先に関する僅礼や歌などの中で言い表わし.後世に伝えてきたもの

が残って いる.ジャマイカで最も強〈その思想が見られるのは、車部のポートランド
" 'J 吻 tレa・

(Portland) .セント ・ト 7 ス (St.Thomas)などの行政教区で縦糸されてきたクミ ナ

(Kumina)と呼ばれる宗教儀礼である。その儀礼歌の中町歌r.司には、 r私たちの放郷、国

へ飛んで帰る」という 4証明も出てくる固この場合、彼ιのアイデンティティは『コノゴ人」

としてあり.それ申え.アフリカへ‘コンゴへ、祖先の~まれ依郷へ帰りたい、いやスピ

1) "1トは帰るものなのだ、と L寸 思想が見ιれるのである。

クミナのよヮに宗教文化変容の度骨が{也に比べて大きくない民族宗教文化は、依郷での

111先512tfや死生観、身体を古む宇街観を基盤として、苛酷な奴隷制祉会を〈ぐり抜けてき

たと買え る.その儀礼ヨスモス町中では 断片的にせよ 彼らはいわば引き離されたアフ

リカ人、そして倒別的民肢としてのアイデンティティを表出してきた。世代を経て.実際

の故郷町情報や知犠を得られず、また放郷聾失観さえ味わわざるをえな〈とも、 口頭伝承

や共同町身体記憶に組み込まれたn 由の地 rアフリカ』は、~~~に心の拠り所となり、必ず

や捕るべき場所として害閉され、求められてきたのである。

一方、アフリカの民肱宗教文化伝統は、 一般に多くの変容を示 してきた。なかでもキリ

スト教、特にジャ7イカへは18世紀後半以降、~X:米からな教師を送ったプロテスタントの

賭教派的影響が強〈、先に移入されたロー7 ・カトリ ック教会のあり )jと働きかけも著干

f1!rUし、アフリカ系宗教とシンクレテイズムを起こしている。全而的にキリスト教を受容

L た場合はなおさら、j;~かなりともその影響を受けたアフロ・カリビアン ・カノレトの諸事例

でも、!I.¥人的多くは、砲舎で何度も言及され、特別の意味と昌之徴を付与された「エチオピ

アJ に怖別的思い入れを伴って.自らと同一説してきた。「エチオピア」や r1シユ」は叩
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人Jc (1 鼎 2歯車 18

ち『アフリカ」とTTい換えられ、きわめて茸味深長な鼻徴的百曜となった.エチオピアは

ハイレ・セランエ I世がクーデターで屍位 0974'1三)されるまで、「ゾロモン!とンエパの

女王の国J として、 l円約盟i由時代より連綿と続いた「誇るべき黒人 EI吋」である。キリス

ト教はパレスチナのW'il:.フノレメンティウス (Frumentius)によ って4世紀初凶に伝えられ

たとされ、公式にはエチオピア教会は.332年が川訟の年である.そLて過去の陀史や伝統

から断たれ、異郷町I也で掠属枚態を長期にわたって強いられ、また支配者側がもたらした

キリスト教を部分的に受容したディアスポラ県人にとって、神の氏のl時エチオピアは日ら

の王I司として解釈されていく。黒人の士-I'i教会や独立教会他.非宗教的l司体刊にも、エチ

オピアやアピシニアの名を冠するものが多いのも、彼らの同一化傾向をよくぷわしている

とBえる。

彼らは特にa'，エジプト (Exodus) の記耶をれらのh:~，的降史と同一化した。 と l両l時に未

だ解放されていない民に対するメシアへの待望も強かった。故郷イスラエルはエチオピ

ア/アフリカと換河され モーセに匹敵する似止な傾言者/指導高による帰還願望と結び

つけられた。そして解散お/メシア待望は、さらに再来王キリスト待臨j山色!と混合する.

Eとしてのメンアがアフリカ/エチオピアより m.f.Qし、新大隊の拠郷町地、線凶状態より

救済/桝肱し、「故郷」アフリカ/エチオピアへ州してくれると受け取られたのである。こ

れらのプロセスの中では r事尖Jや$(の牒史的「知識」よりも.1:1仰とそれによる確

信、廃史的惣像力が重要な働きをなしたと宵えよう。彼らは客観的事実町本観的解釈、 i 

観性的客観化、 r~fl Jの枠組の時と場に応じての拡太縮小による自己iE当化といった作是を

被雑に繰返しつつ、新たな リアリティ形成を続けてきた。それにより、アフリカは郷怒を

誘うユートピアであると共に、その築き上げた一般宗教的りアリティとして認識されたの

である。そしていかなる手段、形態にLろその帰還願望{はf:tたれてきたが.その実現化は

「エクソFスJ の場合とは程遣いものだった。

県人のアフリカ行きに1聞しては、アメリカからリベりアへの移1tが拙も平ir.であろうが、

丙インド諸島からも幾っか例がある。例えばジャマイカの500人以上町マルーン (rnaroon

逃亡奴隷)が、白山人としてカナダのハリファァクス経由でンエラ ・レオネへ波ったのを

はじめ、骨衆凶ないしカナダにまず行って商アフリカを目指す流れがあった@また後代に

わたり 、主に西アフリカへ戻った商インド県人のなかで特筆すべきなのは、キリスト教宣

教師、 教師、干」二芸技能者、鉄道控設省、第一次大戦時の兵 tなどの資術品ないし職業人

である。ヨ ロ yパのカリブ海進出と植民地化は、彼らにアフリカ人よりも '1'.<両洋文 '~J

的感化を深〈及ぽしていた.彼らはよれらの分野で未開拓ないし後進的だった凶アフリカ

へ移住し、知緩や技術的供'子に貢献したのである。白人によるヨーロド明、らの移入に比

べて 何よりも川人同胞という親和性のために、それらのアフリカでの受容度と埋解肢は

総じて向かったと評価されてきた。彼らの献身に対するアフリカ側からの感謝は隊々にぷ

わされている。
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ところで、ラスタの動向を見る前に、同運動の源流の一つを形成したと考えられるべド

ワーデイズムについてι、 百触れねばならをい。なぜならここにも別の形のエチオピア

ニズムが表現されていたからである。ガ ヴェイより少し前た'がほぼ同時代人と首っても

よいアレクサンダー・ベドワード <AlexanderBedward 18S9?-1930)は、組也教会の「ジ

ヤ?イカ 上若パプテスト自由教会」の牧師(最初は長老)と Lて、主に信仰による治癒能

hにより、j;くの信者をジャ7 イカ「全土からJ 集めた程の人物てーあった。伎のエチオピ

アとの1.1ー化は明らかであり、その有名な111雲町一つは、「エチオピア/クンュはその手を

神にIIIIかつて急いでX，し仲はすJという.旧約聖書の詩篇68U31節の引用に基づいていた。

そして rl'lい肢と t.l.¥い控があるが、これまでは向い嵯が県い墜を取り囲んできた。しかし

今や出い)ji.><elい占よりも大きくなったのである。 J と、抑圧されてきた黒人パワ の

爆発を1:11近に感じさせる脅威的なメッセージを説いていく 。そLて20年代に、全島を震憾
*.，.4 f • ，，-... 

させたM民地下義への抵抗運動を、キングスト:.--rli内での「向い行進」等を通じて行なう

のである。彼らの多くはヱチオピアを真の他郷と見倣Lてはいたが、それは地上のヱチオ

ピアではなかった。むしろエチオピアはスピりチュアルな故郷であり、地 tより離脱した

IH界、 rkl玉jj (heaven)であった。ベドワーディス・ムには帰還を移住という形で実現化す

る試みは見られなかった。

Ifーヴエイズムはアフリカ帰志の4'をうえつつ、移住という形態の是非、適宜にかかわ

らず、その主視のた的の実際的知識や能hの重要性について 具体的な試みや困難ない L

w折をj!liLて後般にriえることになった。またIU世界と新世界的問に育まれたt.IJ人の述信

感やパノ アフリカニズムへの武献も太き L、方ベドワ デイズムは、帰還の実現化を

見体f(.Jに1I指すよりは、杜会内での黒人と内人の地位や関係の完全な逆転などにより、ガ

ーヴエイズムに比べるとそのヴィジョンの観棋は小きかったにせよ、社会内のrヱチオピア」

化の些をワえたと与えられる。つまり 4聖書の神の権威による ~.I.l;人主権と克配の樹立への拶

である。ガーヴエイズムもベドワーデイズム ι アフリカ/エチオピア帰還熱を煽りなが

らも.結J"jはその夢の希求壱幾分断念させ、居住社会へより深〈関わる占向ワけを導いた

とばえよヲ。大}jのアフリカ/エチオピア=ユートピアの図式は徐々に崩れ、帰遣の時期、

I1 ~'JJ也、 Ji法~; 'j軌道修正されていく 。 しかし宗教的情熱は消え去っ たのではなく ラス

タファリ述動として再燃するのである。

1II ラスタフアリアンの帰還の夢と挫折

運動初期 キングストンのスラム近辺では、ヱチオピアニズムを背景とした個人やグル

ープのIMIで、ガーヴェイのfii言的成就熱は沸いていた。 エチオピアからの神型主/メシア

円程場て¥神の}両日一地.アフリカ/エチオピアへの帰還願望は高かったと見 bれる。彼ら

はこれをめぐって世間を騒がすよ うになるが、 50年代に入るとその規模は大きくなってい
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〈のである。ここでは三つのIln来事を取り l二げよう。 つは先述の EWFが1936年に設t

したジャマイカ支部を辿じて、セラシエ帝内らが、エチオピT>li1内に500haの l:ltsを供リ

したというニ λ ースが伝達されたこと。第二に、 1958'1に内キングストンの:IH名『巧きスラ

ムで、プリンス ・エドワ ド・ヱマニュエル (PrinceEdward EmanueD と呼ばれる指帯
"，シタ，，-

告のもとに、様々なグループの境界を越えたk集全が|掛かれたがそ己こでアフリカ帰還の

諸準備が第一義的H的とされたこと。第三に、 豊臣59年に別の指導者、クローディアス・へ

ノリ (Rεv. Claudius Henry)カ昔、彼の設立した「アフリカ改革教会J (African Reformed 

Church)を拠点に アフリカへの rパスポートJ と朝、するカー ドを何千枚も配イ1;し、応的

られた日に大挙Lてヱクソダスを実現Lょうとしたが、それも失敗したことである。

第一点については、生ける神より「正岡J に 上地を確保Lてもらったとい うことで、ラ

スタはいよいよエチオ ピア行き近しと奮い立った。 ところが先)，の求める人材は、 1"1ま挫

設に直接貢献可能な技術労働者別であった。アディス アベパからの rf:t-:商船J “royal

merchant ship"のji'J米を待ちわびていた事くの未熟練労働布や失業.y.には、必ずしも血l械

とはならなかった。ただこの一連の動きは品なり具体性を帯びていたため また折しも英

本同への入量移民の時間lと車なり、エチオピア帰還熱は存易に醍めなかった。!Ji在にやる

まで.このEWFが中心となり、エチオピア将住を小島t模ながら実裂している人々も いる。

総じて約束事、責任の所夜、資金町出所、具体的出入国方法、現地での什 11iJii去、 帰1'11可

のその後円引市内保障などの諸問題をめぐり、い〈つもの哨を，t<含んだ情報が流きれ続

けた。この当時的熱Hと会);t!.¥、j明卜Fと希望は、具体的作業に入っていく料、失明やi511f，を

深めていったというのが実情である。また次f奇策の年案をはじめ、軌道修，1の様々な刷出

物色生じた。 ユートピアの作折とず~Æから、ユートピアの}I ユートピア化のinLれはその一

つでもある。モょにさ之、倒人的変化から集凶Jr'J叶化レベルでの変化にでるまで.事僚主

タイプを見ることができる。

第三のラスタの統合された太集会“Univer日 Convention"は、「ナイヤピンギ」

“Nyabynghi" (Nyabyngi， Niabingi)と呼は'Ilる彼ら独自の儀礼的集会て¥Jtf長、.kii主叩

き、踊り.説教などの とな要素で構成されている。この日与の品kの11JJ'Jはアフリカ叫遣の

準備にあったが、それについての統一見解を得ることはイミ "f能だった。その後このテーマ

をT.要目的とする、グループの境界を越えての大ナイヤピンギは|掛かれな〈なった。紡川

それ以降は個別グル プiljに脱色を鮮明にし、帰還についても内部での立見調務と統 を

はかる動きが強ま ったと言えるロこのときの指持者、プリ〆ス・エマ二ュエルのグループ
81 

(EIC)は、かなり忠実にガーヴL イズムを継車している。

7) 組り Jiは一定していない。その他にも 'Nyabing:i"などが見られる。また呼利也 (naりa)、

(bingi) と略されて凶いられることが多札、

8) このグループはあ{繁に杭材、を現:えてきた.準者向調宜当時は一般にEthiopianInternationa! 

Congress そLてi通林'目。bo"とLて知られていた。
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「エチオピ71同際金活J(Ethiopian International Congress 以下 EICと略す)は、キ

ングストン鼎;却のプJレ・ベイ (BullBal')という小さな町内丘の上にコ ミューン を形成

し、近い将来、 j幅のi止}jからアフリカヘ婦らせて〈れるltA星汽船が視われる と信ιてきた固

丘町市には?障がIムがり、彼らはその向こうに77リカ大陸があると教え られている。アフ

リカは実際、JI(の}j1') にあるはずだが、東も凶 b~t も ~I (丘)ではさまれているため、実

質的に悦>L的に聞けている出Jiに11をInlけてきたのであろう。奴隷制時代はこの山こそが

丘イ去、解脱、fI山を1草紙する場で、山/森林地帯は?ルーンのコミュニティ円形成の場と

なってきた。それゆえ丘、 IIJ、楳林は白山、救訴の謀徴となってきたのて‘ある。しかLな

がらE1Cのコミ A ーンのメンパーにとっては.彼らが不法市拠者(町uatter)として ご

つごつした告場町世なくないこの丘の上にしか、 rm家的中の国家Jを建設しえなかったと

いう-f;fll姑も H.ムって、 これら任/山は実質的IJJ1/;状況を示していたと合える.儲かに以

前車i繁だった持校、 "I{隊などの摘発 襲撃、暴力からは下られ.内市政治や社会生活への

過 l渉は減少したが.この任/Illは記奇な自111、解放.教i斉の輩徴とは式い難かった。そ

向山、!出トにjムがる県てしないi揺はi車止な.?j，引やJlII待感、そして~(を 'j えてくれるもので

ある。 彼I也にアフリカがある、いつかそこから !IU~汽加が救いに来てくれ、アフリカへ川

れると。

ここに認められる出ー船 アフリカという述忽で結びつけられる救i拝観の存古は重要で

ある。これは以持制時代よりの現実的者救済観的一つでLあった。そ Lてそれはアフ リカよ

り船で泌を渡って述付されたのだから、同様に船で帰(され)るべき 帰りたい.柑して

欲しいという恥純だが似強い願望が視点に主るまで-tlsの黒人の心性的中に持続してい

るニとと関連がある。興味深いことに、先述の悦先t!HHHL;7ミナの1)/代における忠実な
，イー，

継続.r， (l.fIこ r;7ミナf;:EJ)にも. IrlJ僚の観念が認められた。だが、 より l庇接的には、ガ

ーヴェイ Zム的強い彩轡によると者えられる。EICのコミ ューン内の儀礼所 (r笠をふ非

同J“HolyTabernacJeつや~IJ棟の備品i置き場には Ji叶狭しと trーヴェイの l守徹画や写真、
:0'- /1. ， 

trーヴェイi吊の1L.品、絞め肱や海にi宇よラスタカラー u位、赤、賞、紋)の大きな船に

エマニュエルらが車船し アフリカに向かっている絵などが掲げられている。そしてメ/

パーのt:<は11々 に伎の仰よさをJ;り、 r神の使者」、「太預言者の一人」、「キリストの再来」

などと咋'仰がJ伝統的中にRtnづけるのである。

ただし彼らのような救済としてのアフリカ帰，宣という観念は、t:< JI現実的で時代錯誤

的と訴され、他のグループにもあまり例を見ないのが現状である..111をi過しての救請は、

基本(I'JにはそのJ也に滞まり r新しい人』として生活することを意味した.それは当人達の

立織ではそうでな〈と b、過去への不完全国州、中途解肢の道をも、納得のいくように、

1)/11にポる保証:を|時解釈し続けながら自己の存度を横極的に定位し、新天地で生き紘〈源

}t!となった。それに対L海をiiliLての救斉は、 tpfYJf巨持、過去の出向やi也縁といった伝統

への完全(実質的)担l岬を意味L.それこそ)lの完全な自由解放と解釈されたと考えられ
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るのである。

第三のへンリ による偽造パスポ ト事刊では、向称「破れを締うおJ (Repairer of the 

Breach) という IH約聖書イザヤ書58:;~n2節からの引間旬をも って「アフリカ改革教会」を

設立1.-.その 「牧師J に白ら任命したへンリーのカリスマ併がその効裂を発fがした。彼が

何千枚と配布Lた刊いカードを本当にアフリカ行きのパスポートと信じ 糸 財産を骨売

却した人は少なくな〈、目白人以卜が喜!Hたのである。このわずスポート」には特}JIJメァ

セージが印刷されていたが、帰還が、神の選民にと って特別な荘、峠があることを入念に印

象づけていた。 ところがi庄が4めた円に若 lニの 「奇蹟J は観察されたものの、エクソダス

を可能ならしめることは何も起こらなかった。多くのC<'iは怒りと先唱で、へ/リ を作

欺師と見倣Lて離れていった。 方カーゴ・カルト f血、韓1似のfti百とその失敗の事例に b

見られるように、ある信者述はさらにt，'仰を:率的るニとになった。カリス7 的指導-I'iの配

布したカードは、聖なる人物を通しての天的啓示と Lて、帰還高羽化プロセスに必けるM:

も土l体的な物的証拠のーっとして解釈されたのである。

ところでこの夢が般れてから 彼は "I'fU的J 持{十五法を断念し、より 1)1"士的で過激な

方策を考えてゆく 。一つは k反逆 'I~f'l: となった、 60 11 のキネ ハのカストロ円相への F

紙及び武裕弾薬発見に畠徴される。キューパの介入による政府転視rftl!耐と彼のグループの

アフリカ帰還日|幽が明らかになったのである。これに引き続く ー述内胤脱い'1叩l'"加わり、

大逆JI'で彼は10'1出1の.ID:労働の禁l川刑を五代きれる。

このような騒動と一般市民の悲感情や敵荘内出it品、そ Lてそれらに対するラスタの側の

tlt慨やイミ去平感もつのり、ラスタの指導打。〉有志が阿インド大学 (UniversityCollege of 

the West Indies)に訓究の依頼をする。著名なスタソフたちによる集中湖市制7『は、 11III 

7'1ーナー紙ヒでも公主されたロこの 'kじ(:報feaJ17aは概して質的品いものであ コたが

品1去に加えられた推薦箇条は、~(町一般IIT1\:の当惑と怒 り さえ m~ 、た。 そのläたるもの

は、政府がスポンサ となってのアフリカ移住の可能咽を探る bのであった。そLて代占

団派遣は実呪したのである。 同誌の中には政府関係の要人に混じり、 f~長として数1\のラ

スタの指導者も加えられた。その報告はラスタによる MinorityRepor!と、公式的 Major

ity Retortとして発表された。

ラスタファリ・ミ ソンヨ/のアフリカ諸凶眼J方は、エチオ ピア.訪問、特にセラシエ帝と

の;:目見や公式レセブンョンも合み、政府絡みでアフリカ帰還を架たしたきわめて ifi:~で晶

徴的なH'，米事であった。これで大脱模な帰還は具体的段附に入ったかのようだったが、そ

のHがJJ也、帰還方法帰還後の彼地での生活保附等をめぐり またしてもk論争を在き起

こLた。特に一般市民の税金を使IIILての「非!J<I民J ラスタの移11については、|吋民的権

利と義務、過去の奴持制や雌民地主義全般に及ぶ対立する立見が沸騰した。結1，，)ラスタの

夢は再度峡折L、より実現"1能な具体的)j法の思案と空坦!が繰返されてゆく 。例人や小脱

H1単位の移住は散発的に見られて品、l!.:合的イデオロギーのレベルで与えると ィ、可能の

80 



アフリカ帽i豆への詩情

-"ャマイカ何ラスタフアリアンの夢と現実についてのスケ yチー

暗に突き吋たらざるをえないのが提実だった。

しかし移oの主現化の試みを実践しているグループもある。1968年に宣教を開拓した「十

二氏肱 (TwelveTribes of IsraeI) J がその好例である。それはへンリーの教えを継承し

たわけではなく、彼らの組織内プログラムの一環として取り入れられてきた。メンバ か

ら川々小制 0979<r.-80<1司の抑全当時で20ジャ?イ t;・セント、約28円)を集めてプール

し、;fu.1!首再を対集としたエチオピア行きの資金の一部に当てていた。

ところでへンリーが次に打ち出したのは、アフリカ帰還というジャマイカ抱告の態度と

は正反対の1;向で、ジャマイカの rアフリカJ化と解釈できるものである。羽尖社会をX'l

のf'J瓜2から見前し、従来とは異なる積極的f面倒を見い出すζとにより、非現実的な帰還問

曲を断念していったのである。現代的知織人や若者を中心に強〈見られる「梢神的帰還J

“spiritual reparriatIon"と呼ばれる-A潮流は、このようなrアフリカ』化と同組と見てよ

L、。

このi市れの一つはコミュニティ形成と白 ι、発胆化に、また一つは政治参加に表現され

た.ジャマイカの中にアフリカを見い出し、アフリカの一部と刊解釈することにより.社

全的氏献路線が保られたのである。1両者においては他に模範を示せる粍の成功を収めた.

Lかし後折においては、総選挙で社会民主正義政党 (People'sNational Party)に協調

し、よ勢のメンバーを酎IIHして応般はしたものの、見返りとしてのラスタに対する援助は

"約点のみで盤視されるなどのJ4い経験をした。76年内総選挙以後は政治不信や批判を顕

わにし、イ、書加.不「渉を一種イデオロギ 化していった者も少な〈ない.そして彼らと

知似した}jlnJ転換は、(tl!グループでも、またグループに帰属Lない独立派の倒人の不定期
a・~ .， • 10 >;ト.，ー

な集会でも.また一例人の生活史においても 見られた。

へンリ 一、エ7 ニュエル.ハウエルといったカリス"'7((.1指持品とそのJF人な追従者たち

は‘グループとして11指すところは違っても、情報{伝ム逮のオネ、 ツトワ一ク は比較的守管霊i備晴きれ、

f桁R導打 と'1

一プ川帥郎のラスタは£必、fしも一致した見角解革やt行f動をJ共七有していたわけでで忌はな〈 帰3還宝l問E出1 

趨もその例外では在b、、@ こ札まてで白軒紡i介したグル一プの中でも.そのグル プ肉 '1正五統{的内』

ドグ7 とは1拠A院!なつた見桝を秘カか、に示したインフオ 7 ントは少な〈在カか、つた。それらの典

型的モデJルレを抽H'，し額明化するのは函離だが、多くはいわゆる現実的合理主線型で、かっ

状況依#可?と亘ってよい。

「必ずしもアフリカないしエチオピアへ帰らなくてもよい。何故なら我々はアフリ カ人、

ヱチオピア人なのだからりあるいは rジャマイカを地上の王国に近づければよい。J とい

うへンリー唱のイデオロギーから、「何としてでも早ー〈アフリカへと思いつつも、 資金難等

のJ11!J11による実現可能刊の簿さに嘆息し続け、希望さえ央いがち。 1 という人々まで、

実にj:槌をきわめる。また指導者♂等により共有されるべき中桜的思想と個人的感情や見解

のIi日を揺れ動〈ラスタも少なくなかった.
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ところで「寸 二氏族」では、メンバーは誕生月に従って十二氏肢のどれかに分担Jiされる

のだが.エチオピア移住希盟才?も、開JIiJとして各氏族からリクルートされ、欠員補充もそ

の氏!l;内から行なわれるしくみになっている。調査当時、アジス ・アベパから歩L織れた

シェンエマユ (Sheshemani)のある杷沃な t池が移住先町一つだったが ここへ観光ピザ

のみで人間し、ついに述揃・入獄され強制送混されたー人は数々 の波乱)J:J:の経験談を

少し結ってくれた。彼は三J1~J， まれなので、ベニヤミン践に#ll l‘ベンジー (Benzie)と

呼ばれていた。ジャマイカで問かきtLたヱチオピ71量と、現実的エチオピア的状況とのあ

まりのギャ ップにンヨ ッ7を受けたという or何も知らないジャマイカ人は気の毒だ。しか

し貝尖を仲間に諾ったら、殺されるかもしれない ・」 と身内危険を感じての秘宮内会談

の後、 二度と行きたくないと口を結んだ。彼1;1現金収入を得るため..¥I} '" {-たちを残Lて

カナダのりんご国て・町農民契約労働者として移住しようとしていた。実際にエチオピアへ

移住できたラスタはまだ少ない。しかも彼の例は特別である. しかしエチオピア柑還の実

現もまた、ユートピア町挫折に繋がりうる ζ とを示す一例ではある。

先述内 EICは、夢は夢として持ち続けるロ7 ンチ yクな信仰遵守型だったが、帰還の実

現をただ他律的に、受動的に待望し続けるのみではな く、 政府や国速にまで何度も訴えて

きた点は注目に値する。一方、じ卜二氏侠」は現実的信仰遵:'f~~で、自律的に. l責保的に実

行する試みを続けている.そして双方に、また他の多くのグループや諸個人にも共通する

のが この帰還の実現町地問責任者及び楠限は、神「ジャー、ラスタファーライ J (Jah 

Rastafari)にある、と信 じている点である.ジャーが本来的にその時空1111b設定すると言

われさえするのである。このような信仰に恭づいた絶対的規箪が崩れない限り、アフリカ/

エチオ ピアのユートピア化が減退しても、ディアスポラI!¥人のアイ テ'ンティティ 模索の一

環として この夢の追求と実現化の試み、そして挫折と夢のl'i'I'1;1続〈だろうと考えられ

る。

おわりに

結局、この運動的帰還思想は、共通の~tを共に見るということから始まった。 それは‘

その直接fI標及ぴその実現化方法.手段等の差異l:t認識されながらも、社会的、文化的な

改変の可能性があり、そして現にある稗度実視されてきたという夢と白信を与えるもので

あった白と同時に.実行に伴う幾多の附灘や帰還後内実生活 lニの諸問題一一生活下段、 1 

地問権利と義務、収支のバランス 国家や地方政体との関係??z々 について、厳Lい阜4

;J;を教え続けてきた.

帰還の夢は継草されつつ も、その実践へ移行する際に必ず浮 kする共体的諸問題の現実

の明は"'1-'、それを乗り切るのに.aFは拶として.常に掲げられるモットーとして作ιさ

せ、その内等という 強J~には立ち入らないという立場もある。 そこでは観念レベルで町議
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ージャマイカ町ラスタフアリアン肉芽と現実についてのスケ γチー

誌の樹み市ねは大いに誕励される。それにより運動内部もまた図氏全体のレベルでも、国

民文化町ルーツやヱスニシティ、ナショナル ・アイデンティティや新しいカリビアン ・ア

イデンティティの迫求の炎は、断続的に再憾の徴候を示してきた.

帰還の克践化の具体的行動は、過去から「失敗」と Lて歴史に足跡を残してきた。それ

も子誌の失敗、カリスマ的禍威の失l弘自林 r選l~J やグループの分裂や解体など、社会

的のみならず型的側域内混乱にもかかわる bのであった。それだけー迭の浪i屯からの凶復

や秩1干の1
'
I情成には、多大なエネルギーと時聞が費やされた。ただi<<i屯から破滅へ世むの

ではなく、「君子Jに向かつて4呼び立て[在Lをはかる、という積極的思考は失われていないと

白える。その『夢J にかける情蝕が完全に絶たれてしまうなら、それはこの帰還プログラ

ムの市要性が、具体的にもまた輩徴的にも失腺することを意味すると考えられるのである.

(HJI.!) 本稿は 1987~ミ 6 月、日本ラテン ・ アメリカ学会第 8 凹定期大企(於神戸市立外

l司語大学)において 「ラスタファリ述動における 『アフリカ帰還aーその夢と現実」と極

Lて行なった口頭発去をもとに、大幅に加筆修正したものであることをことわっておく .
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